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資　 料．

青年期に お け る独 立意識の 発達 と 自己概念 と の 関係

加 藤 隆 勝
＊

高　木　秀　明＊

　青年期に お け る依存か ら独立 へ の 過程 の 解明 は，青年

研究 に お い て 中心 と な る べ き課題 の 1 つ とされ て い る 。

し か し，独立 性 は入 格全 体 の 発 達 に か か わ る 総 合的概念

で ある た め ， こ れ を客観的
・数量的に と ら え る こ とは難

し い 。こ の た め ，課題 の 重要性 に もか か わ らず，独立 ヘ

　　　　　　　　　　　ロ
の 過程 が い わ ゆる 実証的 レ ベ ル で 十 分解 明 され て き た と

は い い がた い の が現状 で あ る 。

　本 研 究 で は 独立 意識 の 測定を試み る が，独立意識に っ

い て は こ れ ま で 比 較的研究が 多 く，方 法 上 も幾 つ か の 工

夫 が な され て い る。た と えば，進学 ， 就職 結婚 な どの

湯合 ， 誰 の 意見 に従うか を質問 し，親の 意見 に 従 うもの ，

自分 の 意見 に従 うもの ， な どの 割合の 分析を通 し て独 立

意識 の 発達程度を推測す る方法 （久 置，1958） が用 い ら

れ て い る 。 また， 父 ， 母，友人 ，教師な ど の 依存対象 に

「自分 」 も加 え， 困 っ た時に誰 に頼ろ うと思 うか 順位づ

けさせ ， 依存対象 の 相対 的順位の 変容 を通 し て 独立 意識

の 発達過程 を跡付け よ う と す る 試み もな され て い る （鈴

本，1936 ；ヵ11藤，1977）u こ れ らの 方法 は，そ れ ぞ れ 独

立 意識 の 軍要 な側 面 を把 握 す る の に 有効 で あ る が，独 立

意識 を構成す る 内容の 分析 ま で に は 至 っ て い な い 。

　ま た，高橋 （1968） は ， 依存 か ら 自立への 変化 を，依

存 の 単 な る否定 とみ る の で は な く， 依存要求 に よ り生起

され る 依存行動 を年齢，能力，場 な どに ふ さわ し く発達

変容させ て い く過程 とみ る立 場 に立 ち，質問紙や文章完

成法 を用い て 女子青年に お け る依存性 の 特質 を明 らか に

し て い る 。高橋 の 研究 は，自立 （独 立 ） へ の 過程 を依存

性 の 発達 を通 し て明らか に し よ うと し た もの で ，依存性

と独 立性を両極的 ， 対立的 に 扱 っ て きた 従来 の 立 揚 に新

しい 視点 を導入 した もの とい え る 。た だ し ， こ の 揚合 も

独立 性 を直接的 に調査 し た もの で は な い の で ，独立 意識

の構成内容が明 らか に された わ けで は な い
。

　本研究 は，以上 の 諸研究をふ ま え た 上で ， 次 の こ と を

R 的 と し て 実施 され た もの で あ る 。（1清 年の 独立 意識の

構成 内容 を分析 し て ，そ の 測定尺度 を作成す る 。   作戒

した 尺度 を用い て ，青年期に お け る独立 意識の 発達的変

　 ＊　 筑 波 大 学

容 を明 らか に す る 。 （3）独立意識 は 自己意識の 形戊過程 と

関連 を もつ と考 え られ る の で ， 独立 意識 と 自己概念 の 関

係 を検討す る 。

調 査 1　独 立 意 識尺度 の 作成

　 目的　青年 の 独立意識 の 構成内容 を分析 し，そ れ に基

づ い て ， 独 立意識の 測定尺度を作成す る 。

　方法　従来 の 関連 し た研究 （高 橋 ，
1968 な ど ）や青年

心 理学書の 記 述 を参考に し なが ら，青年期 に お け る依存

か ら独立 へ の 過 程 を表現す る 37個 の 短文 を選定，作成 し ，

こ れ を予備調査項 H と し て 中学，高校，大学焦 に実施 し

た。そ の 際，各項 目 ご と に 「全 く自分 に あ て は ま る」 か

ら 「全 く自分 に は あ て は ま らな い 」 ま で の 5件法 で 回答

を求 め，そ れ ぞ れ の 回答 に対 し て 5 点 か ら 1 点の 得点 を

与 えた 。 調査対象 は 茨城県内 の 中学生 122名 ， 埼 玉 県内

の 高校生 109 名 ， 茨城県内の 大学生86名，合計3／7名 で あ

る 。調査期間 は 1978年 6 〜7 月 で あ る 。

　結果 と考察　調査結果 を中学，高校，大学生別 に 主成分

分析 を行 い ，さ らに バ リ マ ッ ク ス 回 転 を 行 っ た と こ ろ，そ

れ ぞ れ が ほ ぼ 同
一

の 因子 構造 を もつ こ と が確 認 で きた 。

そ こ で ， 中学 ， 高校 ， 大学生 をま と め た全体につ い て主

成分分析 とバ リマ ッ ク ス 回転 を行 っ て 3 因子 を抽出 し ，

こ れ に基 づ い て 3 尺 度20項 口 （5 件 法 ） か ら成 る犲1立 意

識の 測定 尺 度 を作成した 。各尺 度 を構成す る項 目の 選択

に 関 して は，因子負荷量 の 絶対値 が ．4  以上 を基準と し，

内容 の 類似 し た 項 日が あ る 場合 に は，そ の 中か ら 1 っ を

選択す る よ うに し，中学，高校，大学別 の 因子分析結果

をも参考 に し て 決定 し た 。 最終的 に選択 された 項 目は ，

尺 度 110項 目　　（コR
’
01，　4，　5，　7，　8，　9，　11s　12，　13，　17），

尺 度 II　 5 項 巨 （tr　H　20，21，24，25，26 ），尺度 皿 5項 目

（項 目28， 30， 32， 33， 34）で ある 。 TABLE 　1に 各項 目

の 番号 お よ び 因子 負荷量 を示 す。尺 度 1 の 項 口は 自己 の

独 立 性 ， 尺度 U の 項 目は親 へ の 依存性，尺 度 且［の 項 目は

独 立 への 移行や独 立 の 芽生 え に 関係 した反抗や内的混乱，

を表現 して い る と考え られ る の で ，尺度 1は 「独 立 性 ．「

の 尺 度，尺 度 fiは 「親 へ の 依存 性 」の 尺 度，尺 度 阻 ま 「反

一 72 一
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TABLE 　l　 各項 目の 因子 負荷 生 1

項 ゴー 　囚　　　　了一一．　 1　h ！

　 　 　 　 　 ］［　 1　 　 　 矼1

／、　 自分の 人 1を 自分て築い てい くi
二1（ ジ

」
うる 。

2、　 人 ヒで 出 会 ）多 くの 困 価よ，臼分 り 力て d．JI艮す る こ ご が
’Lきる と思 う。

3． II 丶の 将才の 進話や 目t”、Of自分
．
C・沙 め る こ とが

一一きる 。
4・　 自 M

’
1　g の 判 断 1こ 釧 体 も っ て r」T）Jす る 二 と 華 て き る。

5．！Pき f ．との ，ul沐や 価催工を 自今 対 UI 旧
．一と、ゴで きる D

6・人 の 　
1ともよ く「洞くデ，最終rl小二 ＿IJ分て 決断 L きる 。

7．　 1 舌の 中に 自
ノ

β
の 価 t・ll亀沖 そ うと努め て い る3

8・　 ま わ りの 人 と，L」児，βち
’
二っ『⊂も，自分，j

’
E．しい と思 うこ とを 主張 億 る。

9．小 さな こ と
』f

↓　 自 丿  ソ、断す る こ とが で き 」：い 。
ユD．　目 かの 意見 を言 え

一
♪
’
“t ，爿：！l，−F，＿’

f？Eっ て しま うこ とが 勿い ・
。

1／・社 会の 「ヤで 自分 の 果たすべ 》慮 レ
1
〜）る と思 丿。

12・　 口分 の 考え，丿戛 わ りやす くII信 を もて 忙い 。
ユ3，　 自づ」

．D 本当に や り、二 t，・こ とが何，S．のか 物 らない 。
ユ4．　将 メ　 どん な雁 4L に つ い た ら よい カ わ か らない 。
15．
16．
17．
Is．
19．
20．
2工、
22．
23．
2．・正．
25．
26．
27，
28，
2930
．

31、
32，
33．
34．
35．
36，
37

自あ 筏 冒．志で ，欲 呈 や感．11］を t・ γ ト
／，コール す る （が ま ん し た り，岡 節 した りす る）二 とが

齟
ヤ る。

　 自分 の
ノ ／こや 行ユJJを 1弧さえ られ た り，統制 され た りす る こ

一
と1，’一は 童い 1又 発 を感 じ る。

　 た と 身．学室交の 又債 が炉ミくて え ，人1］とし．て ，　ひけ め を1．藍L、⇔ こ と1・Xfitい 。
　 熟こ さか らえ な い で，言 う〕口 O｝．な 　 ⊂ しまい や す い 。
　 ノト，．・ら与え られ 　b くの i1．τ一じ

．
「

♪
’
る方〆 ；安’こ

‘
き孑

　 親 とい る だけ
．『Y ∫　な 〜 ズ心

早一きる。
　困 っ た「小 よ納 厚 り〜二 くた る。
　 つ らい 時，t−tしい 時に ．親の こ と ズ E− LL ，i　／，，s
　
『
　1 る こ とな ら，い つ b 「llia見と

．．蔀1 こ い
一
い 。

　親は 自づゴ ，心 の 支え て め る

　 イ1力叫 る F）1．は，諏 靹 よけ まし て 』らい たい 。
　 ト9　　夕丿　　　（　　

｝』
L　　’　亡♪@　’C一　き　　　　　「　L@　　、　　　）黶@@き　　　レ　ま　　　　　@親

@
　　　

　a　　）　　fthy／　凵　@　　　＿　　f　L　　）　　　　　
@
　う　　　一こ　　　　し

　 　　一匸　 　　U 　　 　、　 　 E ， 　 。 　 sh ・
ばf 可 かに

つ
け，味 ゐ 巴なつ て も ら いたい o 　兀魂を ⊥ 1「解 しよ うと思

丿
のだ 1

つい 反抗 し，
けん

か ； ． な 。之と
，
j’彡い。

　課 ） 言冫こ ／ ・ に は直 こ 従
一
て1L ，tる。 　親 や 先 生 の言 うこ

に ぽ，’． と 之 「「1 しくてし曳対 し
二
くべ る。 　 1 ［ 誤

吃い L 〈 抗
し
， th と で 後’［ t ） ることが 多 い 。

　 ナ入に 刻’して ひ
け
冶を，き じ る r ．とが 彡いe 　nu 視．x」 し

」
二Y 」＞」こと冫夕丁

「 jl す ’
　

丐 弓xCtこ1．よな
． ｝し ｝蒙し ・。

　
親 に対 しヒ 目

の、u・ vLqiT 艮し〜
こ
い ガ， 自 1 一を もて［い ロ 　

T 人 り ノ ー見 　 ず L 　 ・ こ， つ い 引き
込
2 ． れ て し ま丿 。

どう し 〜 こら よ
いの か ，自 刀 で 決心． で き 砿 い

と ド 多 い 。 　 い つ でも相 ヨ 三 に ： っ て ⇔ ／ 友 達 がはし

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b ” 　 　　　 　 有 　 　 　 　　fl

　　　　　　　　　　 寄 　　 　　 　． ケ
　
　　 　 　率 　（ ％ ） t ’
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2720 誰 10一3752 ［＝ 【二＝　 一 　 一＝ 　　　一［　

，，， 二 5鳳 抗 ・内的混 乱 ． 1 の尺度と命名され た 。 な

尺 度1 のirT　FI17 の因 子負 有 量 は一． 36 であ

が， 大学生 男 女に おい て は高い 負 荷 ユ ： を 示 し たの

，
尺
度1のなかに含めら れ た。 　 な お， 尺 度矼 の 「 親

の依存性 」 およ び 尺皮 皿 の 「 反 抗 ・ 内 的況 乱 」は ， 一

に 得点 が 低 い ほ ど 独 立 意 識 の 高い 状態を 示 す と 考 え

れ て いるが，澗 査 豆 で 示すよ う に， こ れらの 入 曳 聞

関 係 は そのよ う に 単純 な関 係ではない。 し た がっ
て
，以

で は ，独 立

伐 の 総点 を算出 す る よう なこと は 行 わ ず，3尺 度の 結

を それ ぞ れ独立に）s ’ lL とにする。 　 さらに ， 本 尺度 の信

注 係数を
，
尺度1 （10 項 目 ）に 関して は折｝h 去 に お けるSpe

rnan − Brown の 公式を用 い ， Jki　 l　II （5項目）

よび 尺度田　（5 項 目）｝ ＿関して は不 籌 k折 半法にお

る H。rstの 公 式 （ H 。 rst ，1951 ）を 用いて，20   名

高校 生 を対 象 として 算 出し，二 結 果， 尺 度1 〜 IU の

れぞれについて，  ． 78 ， 0 ． 88 ， 0 ， 63 の結 果 を得 た

ﾚ 度 上 と 尺 度

は十 分 な側貝性が得　れ たが，

Jor1 　］ll は 項目 数が 少ないこ ともあって，やや

い結 呆に な って い
る

。 調査聾　 独立意 識の 発達 的

向 　 目 的と方法 　 作 成 し た独立意蹟尺反 を中学，高

， 大 学 生 に 失 施 し，独立 1 “畿
の
発達 的変容 と 性 差を

らか に す る。なお，中 学生 に つ い ては ，首 都 圏， 地

都 市
，
農

ｺ の地
域
差に つ い て も 分 析 する 。本．月 査 は 都 内の公立 中 学 校
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TABLE 　2 　調査…且，　皿 の 剥 身乏者数

男子

女
馳
予

合、、1

．
　 首 部 圏　 レ ー　 方

1 中斈 ・校 天率請
1

  謬
で

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
21226311 くOI129132 　 876

　 174　　　160 　1　106　
1

　119　　　二噛8　i　　　707

・86 自 2」嘘 凋 ・8。
、
エ・忌亨

一

TムBLE 　3　虫   』、，峨尺 1斐の 尺 反 別碍点 i’

とい う結呆 が示 され て い る。発 達 的 に は，中学，言」校，

大学 と進 む に つ れ て 反抗や内的混乱 の 恵識 が さらに 低 下

す る こ と ， 女子 にお い て は親への 依存意徹が む しろ 強ま

る こ と力 示 され て い る 。

　地 銭差 TA 肌 E 　3 に」コ され て い る よ う に ，尺 度 1 の

「独立性 」 の 地 域差 をみ る と，農村の 中学生 の 得 ・気が低

い の が 慚蓑で ある。男子 て は 甘都囲お よ び 地 方都市 の 中

学生 と，女子 で ，k首都囚の 中学生 との 問て ・角息 素 が み ら

　　　　　　　　　　 れ る 。 N 度 H の 「親 へ の 依存
IS

：」

’jT尺 貯 　　ls　 圏 　　」也　 力　 允 it 　7．．††

別 「 ヰ ∫ 1、1 〔BI ノゴ 〔CI
都rl∫の

中冫ID〕

王
M34 ．2434 ，3535 ，1934 ユ 7

1SD5
．685 ．835 ．655 ．23

」

IIM14
．工4113．3喚 13．3ア 14．71
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内的泥

　　 轡 　 に つ い て は，乃子で は 有意な地

CDE
域〆・はみ 酎 ・な い が 汝 子 で 1よ

　　　　　池 方都市 お よ ひ ke
・
村 の 中学（［：

　　　　　は，首者個 の 中学生 よ り もM へ

　　　　　　　　　設が有∴、に 茴 くな っ て

　 1　
’L

　
’」「・レ’　　 1’　　 　　 　 　　 匚

　2S．最1「 ∫肯詳 ナ点 は 5 ，中聞 の 得 　は 15菷
1　　よる　　f 匕・』 。零 P く ．05，＊ ＊P ＜．0工
＊ P ・．05．＊ ＊P く．Ol

　 ） 2 午生，首都 圏 の 国立 大 学 （3k ）

コ・．」ピゴ．t・ ・丶f．よ50・　珂　　、
巳1」
．
倉旨彳是」丿悲；ま10，　

「「亅1貰」a）ヨξ∫、飢i，t30曽　丿丶1乏ll，　ノくS　i艮／丿均乏肖りn ∫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
，

2 年彑 を刻象に 身 施 され た 。また ，ri
．
1学生 に つ い て は ，

だ残県水，
一
市 の 公 上中亨校 （2 校 ） 2 乍生 お よび茨城象

内の 糊 「」旭 帯 の 公 立 中学板 （2E　 ［s
’

1L諸 の 過 二1
’
数 が 農

畳 」 拘 2 ／
ド生 に も夷 施 され た tt人 数 ｝．．　 TAr 〜LE 　2 に

示 す。
．
月査期 崗 ば 1978年／2月 〜197941

’
1 月 で ある。

　結 果 と考察　発連傾向　TABLE3 に よ っ て首都圏 の rll

学 ， t∫校，大豪生 につ い て 独立，冒戯 の 各尺 度 ごと の 発達

傾向 を検討
．
す る 。尺 ⊥芝 1の 「独立 性 」 に 關 し て は ，中字，

高 梗 大学生 と もに H 定が 高く，発店的 に は ，屶女 と も有

息 な変には み 1 れ 尿 い 。 尺度 IIの 「親へ の 依存性」 に つ

い て は，男子 で は有意 な 発崖的変化 は み られ な い が，女

子 の 場合 ぽ 卞学生 よ り もiEJ校，大学生 の 方が親 へ の 依存

息 識が 有応　強 くな る とい り麦化が み られ る 。 尺 度 班の

「反抗 ・内 的混 乱」 に つ い て は，中学，高校，大学生 と

もL 付 点が低 く，発達的 には，男女と も高校 ・
大学 と進

む に つ れ て 、尋点が有意 に 低 くな る 。

　全体的な傾向 と v て ， 首都圏 の 青年 は 中学生 力 らす で

に 自己 の 独 立 「
1
が高 く，反抗や 内的混乱 の 意識は少 ない

　　　　　乱 1 に つ い て 1よ，い ずれ の 地 域

止L　　　　　の 中学生も低 い 得点 を示 して お

　　　　　 丿，有意 な 地 域宏は み られ な い
。

　　　　　　以 上か ら，農村 の 中学生 の 独

　　　　　立 意識は他の 地 域 の 中学生 よ り

　　　　　も低 く， 女子 に お い て は地 方 都

　　　　　市 お よ び農村 の 中学 生 の 就 へ の

　　　　　衣存iL識 が首都圏の 中学生 よ り

　　　　　も強い こ とが 指摘され る。

　　　　　 性差　TABLE 　3 に 示 され て い

　　　　　る よ うに，尺 度 iの 1
．
独立

’
［生」

の 性元 をみ る と ， い
一1れも男

一
丁
一
の 得点が高 い が，首蔀圏

の 高桟生 才
1
よ び農村の 中学生に お い て は そ の 差 は 有 面 で

は な い
。 尺 度 llの 「規 へ の 依存性」 につ い て は，首都圏

の 中学 生 を除 い て女子 の 方 が有意 に高 い 得点 を示 して い

る t、尺 度 1［Lの 「反抗 ・内的泥 乱」 に つ い て i’ま，首都圏の

高校生 お よ び 大学生 に お い て 有意 な性差 がみ られ ，男子

の 方 が よ り強 い 反抗や 内的 1昆乱 の ，t．　iaを示 し て い る 。以

jt，か ら，特 に女子 にお け る親 へ の 依存性 の 強 さが指摘さ

れ る 。

　以一E，青年 の 独 乙意識の 特譲をみ て きた が，現代育年

は 中学生 の 段階 （1十二 首都圏の ［ir学 生 ）で ，す で に か な

り高い 独 立 性 の 水準に 達 して ts　V’，そ の 後は あ ま り急激

な変化 が み られ ない こ とが わ か る 。現代青年は 笑 際生活

の 面で は きわ め て 依存的で あ る こ とが一
敵 に 指摘され て

い るに もか か わ らず，意識の 上 で け独 立 性 が高 い の が 特

徴 と い え る。こ の 点 は 加 藤 （1977） の 結 果 と も
一．．
激 し て

お り，楓 幽 こ価する 問題 で あ る 。

　発達的傾向が明 らか な の は，独立 性 よ りもむ しろ，反

抗や内的混乱 の 拔少で ある 。しか し， 発達傾向が み られ
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る もの の ，反抗 ， 内的洗乱 の L 祓 は 中学生 か ら冷般 に低

い 。こ の こ とは精神f　r／i．的 に 1よ1廴全 な 傾向 と い え るで あ

ろ うが ， 自我 り 1産立 が環尻 の 抵抗や匠1己内部 の ん泌 を主

イイ的 に 克服 ナ る 過』 と密按 に 関連 して い る とす れ ば，青

午 の 人格形成 に と っ て 必 ず し も プ ラ ス ば か り Ltは い え な

い で あろ う。

　次 に，女 予の 揚合，親 へ の 依存性 が 中
’
）‘ ／t．よ り も高校

生 ， 大学生 の 屶 が 高 くな っ て お ）s 女子 に お い て ｝出親へ

の 依存性力 必
一
ノし も独立 へ の 障 」

こは ならない こ と を示

し て い る 。斗亅に 高極生 女子 にお い て は ，親 へ の 依存性 と

口己の 独∫
「
室が と もIL 強 ま る 傾 冂 を示し，自己 の 独立 性

と視か らの 独二」⊥が直拡彳ゴ1び つ い て い な い こ と を示唆 し

て い る。こ の 点 1よ，依存 陸と 自 ？：住の 関係 に つ い て の 高

橘 （1968） の 考宗と も関係 し ， 興味深 い 点 で あ る。

　な お，TA 肌 E4 に ょ っ て 独立意識尺反 の 下位 尺度間 の

園 係 を分析す る 。まず第 1 に顕著なの は，尺度 1 の 「独

立 姓 」 と入度 lllの 「反抗 ・内的混乱 」 とが 負 の 秘閔関係

を持 つ とい うこ とで ある 。 こ れ は独 ？二tt．muの 高い 者は 心

理 的 に よ り安定 して い る こ と を意味 して い る と考 えられ

る 。 しカ もこ の 関係 は，大学生 に お い て最も強 くな っ て

い る 。欠に，女 子 に お い て は大学生 を 除 い て 尺度 1 の

1ん

．13b
］4
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，1527
林

お ける 「規 へ の 依存性 」 の 意味

の 相這 を示 ナ で あ ろ う。即 ち，

女子 に お い て は 「親 へ の 衣存

怦 亅は 心 理 的安定 と園係 して い

る と思 わ れ る。ま 瓦 入』二ξ1 の

「独立性 」 と入 堂 q の 親 へ の

依存性」 との 間に は ， 高 い 負の

相』」問係 はみ られ な い 。した が

っ て ，独 lt性 と依存性 とが 必 ず

し も両イ坤
T
ε念で は な い こ と を支

持す る 砧果 とい えよ う。

調査 置飄　独立 意識 と 自己

概念の 関係

え られ る 。し た が っ て ，

同 1こは ・．．一定 の 閏係 が予 想 され る n オ 月窪 で は こ の 両音の

lxl係 をわ 寸す る 。

　方法　独立 ，Lム載入 反
“
ナノJ目」した被験一9　，：対 し，高木 ・

加ぜ （／979） の 作成 した 自己概念入 Lξを夫施 し，独立意

献 と 自己概念 の 関係 を抄 寸す る、、自己 慨念尺 度 の 下位尺

度 は 以 下 の とお りで あ る。

　 自己概 よ尺 反

尺度 1

尺度 Ir

尺 度 皿

尺度 111’

尺度 v

尺 度 ／，T

　目的 　rJ
・t期にu け る論」⊥ 的

思考 の 発辻べ 上会的聞心 の 拡大

深化，身体の 発辻 な どは，育 ［
’

の 肖他 に 対す る 沁 誠 を変 え，両

規や教師 へ の 依存 か ら離脱 し て ，

IL［　d の 亡任 と判断 にお い て 行動

し よ うとす る 傾ド亅を強 め る と考

自己 1こ対す る 認識 と独立 L、蔽の

反社 今住 （lo；J 「目）

意欲凵，・氾劫性 （10項 目）

き ち ょ うめ ん さ ・袖 1累さ 〔1G奥 凵）

明朗性 ・友好性 （10顎 目）

情糸者
’1・气 （10項 目〕

『成与Lさ　（］0項 目）

　被験者 ♂銅周査 llの一
b都圏 の 中学，局 校 ， 大学生 と同 じ

で あ り， 冂査期間 も凋売 且 と同 じ で ある 。

　結果 と考察 　TABLE 　4 に示 され て い る よ うに，独 †が

識の 尺 度 1 （独 ／ 「［．） は 1二1己概念 の 尺度 ］1 （ 欲・II・活

動．「D　と高 レ iE の 相関 を有す る 。こ の こ とは 自己の 独 立

意識の 強 い 者 は 自己 を意欲的 で活動的 で あ る と意確す る

こ と を示 し，「狐 立 性」 尺 度 の 妥当性 を夫証す る 1 つ の 証
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拠 とな ろ う。次 に，「独立 性」 尺度は 自己概念 の 尺 度 1

（反 祉 会 性 ） と負 の 相関関係 を持つ
。 こ の こ と は 独立意

識 の 有無 が社 会 的適応 と関連す る こ と を示す もの で あ ろ

う。しか し女子 にお い て は，発達段階 が 進む に つ れ て そ

の 関連は薄れ る よ うで あ る。「独 立 性」 尺度と 白己 概念

の 尺 度 W （明 朗 i5一友 好．［V「1） と｝ま正 の 相関関係 を持 ち，

それ は男子 に お い て顕著で あ る。この こ と も独立 意識 と

社会的適応 との 関連を支持する もの で あ ろ う。「独立 性」

尺 度 と 自己概 念の 尺 度 V 　〔情 緒
．1紛 と は ，男子 高校，大

学生 に お い て は 負の 相開 を示 し て い る が ， 女子に お い て

は有意な相関は な く， 独立 意識 の 有無が 情緒性 とは 関係

が な い こ と を示 し て い る 。以 上 の 他，主に 男子 に お い て

「独立性」 尺度 は 自己概念 の 尺度 1皿 （きち i うめ ん さ ・

清 潔 さ）や 尺 度 W 〔誠実 さ） と正 の 相関関係 を持 っ て い

る 。

　次に，独立 意識の 尺度 IL （親 へ の 依 ：酬 生）は 自El概念

の 尺度 m （きち ょ うめ ん さ ・清潔 さ）や尺度 ＞1（誠 実 さ）

と正 の 相関関係 を持 つ 。こ の こ とは親 に 対する 依存性が

親か らの しつ けや教育 を受け入 れ や す くして い る可能性

を示す もの と思 わ れ る。し か もそれは ， 「親への 依存性 」

尺 度 が 自己概念 の 尺 度 1 （反 社会 1生）や 尺度 V 鰭 緒 1生）

とほ とん ど相関 を持 た な い こ と か らも示 唆 され る。そ の

他，1
．
親への 依存性 」尺 度 は 自己概念 の 尺度 if（甑欲 「生・

活 動 比 ）とは
一

部 に お い て 負 の 相関関係 を持 ち，自己概

念 の 尺度N （明 朗 性 ・友 好 性 ） と は相関関係 を持 た な い

こ とが示 され て い る 。

　独立意識の 尺 度 皿 （反 抗 ・内 的 混 乱）は 匠｝己概念の 尺

度 1 （反 祉 会 ilh） と の 相関が 最 も強 くて 正 瞬 「閥 を示 し，

次 に 自己概念の 尺度V （1育緒 性 ）お よび 尺 度 LI（誠 実 さ）

と の 問に そ れ ぞれ正 と負 の 相関 を示 す。即 ち，反抗や内

的混乱 は個人 の 独立性 を獲得す る 上 で 必要な ／ス テ ッ プ

で あ る とは言 っ て も，そ の 時点で は 社会的 に あ ま り望 ま

し くない 不 適応 の 状況 に あ る こ と を示唆 して い る 。 そ の

他，［反抗 ・内的混乱 」 尺度は 自己概念 の 尺度 ｛ （意 欲

性 ・活 動 ｛ごD ，尺度 匪　（き ら よ う め ん さ ・清 潔 さ ），尺 度

N （1男朗性 ・友 好．「’i．） とは そ れ ぞ れ一
部 に お い て 負 の 相

関関係 を持 つ こ とが示 されて い る。

　以 上 に よ っ て，独 立 性 は 自己 概念 の 意 欲 性 ・活 動性 の

尺 度 と相閖を もっ こ と，親 へ の 依存性は 自己概念 の き ち

ょ うめ ん さ ・清潔 さや誠実 さの 尺度 と相関 を もつ こ と ，

反抗 ・内的 混 乱 は 自己概 念 の 反 社 会 性 の 尺 度 と相関 を も

つ こ と な どが 明 らか に され た 。
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